
多くの化学物質を取り扱う実験作業等の
リスクアセスメント事例のご紹介

多くの化学物質のリスクアセスメントフロー

リスクアセスメントを実施した経緯

平成28年6⽉より改正労働安全衛⽣法が施⾏され、化学物質を取り扱う作業者へのリスク
アセスメントが事業者の義務となりました。製造ライン等の作業に加えて、
研究所等における実験作業等も対象となっています。
化学物質評価研究機構（CERI）でも試験研究目的で化学物質を取り扱う
部署があり、多くの化学物質のリスクアセスメントを⾏う必要があります。
そこで、効率よくCERI内の試薬等に関してリスクアセスメントを⾏いました。

多くの化学物質のリスクアセスメントを効率的に⾏うためのフローの案を⽰します。
情報がなくても実施できる手法から着手し、リスクありとなった場合には、より現実的
なアセスメントへ進むという段階的なフローを推奨します。
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こんなことで、お困りではありませんか？

研究所などの実験施設では、1回の試薬
等の使⽤量は少ないが取扱物質数が多く、
リスクアセスメントにお困りでは
ありませんか。

また、製品化前のパイロットの段階でも、繰り返し同じ作業を⾏うことから、製造ライン
よりも作業者へのばく露が懸念されるというご意⾒も聞かれます。



ECETOC TRA （BIGDr.Worker）とは？

【特徴】
作業の種類により、プロセスカテゴリー
(PROC)を選択します。
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ECETOC TRAの⼊⼒項⽬と出⼒結果
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個⼈ばく露濃度の測定

CERIで実施したリスクアセスメント事例のまとめ

ばく露濃度は0.25 ppmであり、RCRは0.0025（RCR＜1）となり、
リスクなしと判定されました。



効率的なリスクアセスメントを⾏うポイント
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CERIの作業者リスクアセスメント支援

CERIでは、セミナー + α（コンサルティング、レビュー）のトータルサポート
により、企業におけるリスクアセスメント担当者様の教育訓練を支援します！

〒112-0004 東京都文京区後楽1-4-25 日教販ビル7F 安全性評価技術研究所（担当者: 石井（聡）、片桐）
Tel: 03-5804-6136 URL: http://www.cerij.or.jp E-mail: cac-reach@ceri.jp

お気軽にお問い合わせください。


